




緒言:われわれはこれまでに、Wilson-Mikity 症候群を発症する極小未熟児においては、出

生時の血清 IgM 値が増加し、かつ絨毛膜羊膜炎の頻度が有意に高いことを報告してきた。

この研究をさらに進め、極小未熟児(気管内挿管例)の出生時気管内吸引液に含まれる顆粒

球 elastase を測定した。 


